
寄
　
稿地質調査技士資格検定試験に合格して

株式会社建設技術センター　齋藤　慎也

1．はじめに
私は、令和７年度地質調査技士資格検

定試験（現場調査部門）を受験し、無事
に合格をすることができました。

これから受験される方の参考になればと
思い、私の体験を書かせていただきます。

2．事前講習会
私は、事前講習会を受講しました。講

習会では、問題の出題傾向や内容、重要
項目、近年改定された内容などをわかり
やすく解説していただきました。配布さ
れたテキストは、過去問で間違えた箇所
の確認や不明な点を調べる際に大いに役
立ちました。

3．試験勉強
私は、現場への移動時間や昼休憩、就

寝前を利用して、過去５年分の過去問を
繰り返し解きました。過去問で間違えた
問題は、「なぜ間違えたのか」を確認し、
正しい内容をノートにまとめて勉強しま
した。

わからない問題は、主に事前講習会の
テキストを使って確認しました。その他、
現場作業の確認には「ボーリング計測マ
ニュアル」を、原位置試験や検層・物理
探査の確認には「地盤調査の方法と解説」
を利用しました。

繰り返し過去問を解くうちに、検層・
物理探査や廃棄物処理法、記述式の問題
で間違えることが多いと気づきました。
検層・物理探査は、経験がない試験だっ
たため、インターネットで動画を見てイ
メージを掴みました。廃棄物処理法は、
一連の流れを箇条書きにして覚えまし
た。記述式は、書き方がわからなかった

ため、先輩方に回答を見てもらい、指導
を受けながら繰り返し練習しました。

最後に多かった間違いの原因は、「読
み間違い」でした。焦りや思い込みで間
違わないよう、問題文にアンダーライン
を引いて確認するようにしました。特に

「適切/不適切」や「できる/できない」
といった表現には注意しました。

最終的には、過去問の正解率を８割ま
で上げることができました。

4．試験当日
当日は緊張していましたが、普段より

早めに朝食をとり、30分前には会場に着
くようにしました。試験時間までテキス
トやノートを見返し、不安な箇所を再確
認しました。

午前の択一・記述式問題の試験では、
自信のある問題から解き始め、残りの時
間を自信のない問題や過去問などには出
てこなかった問題、そして見直しに当て
ました。自信のない問題でも関連した問
題から答えを導けたものもありました。
見直しの際、一部記入を間違えていた箇
所に気づき、修正することができました。

午後の面接では、自分が行っている作
業内容や試験に関することを質問されま
した。また、室内試験についても聞かれ
ましたが、緊張しながらも自分の言葉で
答えることができたと思います。

5．終わりに
試験後は合格できるか不安でしたが、

合格通知が届いたときは安心しました。
これからも日々勉強を続け、業務に活

かせるよう精進していきたいと思います。
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株式会社髙田地研　中嶋　樹

1．はじめに
このたび、地質調査技士資格検定試験

に合格することができ、大変うれしく
思っています。

日々の業績の中で、地質に関する知識
や現場経験の重要性を感じていたため、
より深く専門的な知識を身に付けたいと
いう思いから今まで漠然と理解していた
ことが理論的に整理されていき、実務と
学問がつながっていく感覚を得られたこ
とは、自分にとって非常に大きな収穫で
した。

2．受験勉強
地質調査技士の資格取得を目指して勉

強を始めてから、改めて地質という分野
の奥深さと、自分の知識の浅さを痛感す
る日々でした。普段の業務の中では経験
や感覚で処理していたことも、理論とし
て体系的に理解することの重要性を再認
識しました。

試験勉強当初は専門用語の多さや、地
質構造・地形・土質・ボーリング調査・
原位置試験など、覚えるべき内容の広さ
に圧倒されました。しかし、過去の試験
問題を繰り返し解くことで理解を深めて
いきました。

そのなかで特に苦労したことは、法律
に関する分野です。普段なかなか意識し
ない項目でも試験では重要視されるた
め、何度も事前講習会テキストを読み返
し、要点をノートに整理して覚えるよう
心掛けました。

仕事と並行しての勉強は簡単なことで
はありませんでしたが、地質調査の専門
家としてのスキルアップのために、時間
を見つけてはコツコツと取り組みまし
た。この経験により継続することの大切
さと、自分の限界を少し乗り越える経験
ができたと感じています。

3．試験当日
試験前日まで過去の試験問題を繰り返

し解いたり、自分でまとめたノートを見返
して、試験対策は十分に行ったつもりで
したが、これまでの努力の集大成である
地質調査技士資格検定試験の当日は、や
はり緊張感がありました。「ここまでやっ
たから大丈夫」と自分に言い聞かせなが
ら会場に向かったのを覚えております。

試験会場に着くと、同じように真剣な
表情をした受験者が多く集まっており、
会場全体が独特の空気につつまれた雰囲
気により、さらに気が引き締まりました。

試験が始まると、最初の数問は緊張で
手が止まりましたが、徐々に落ち着きを
取り戻し、これまで積み重ねてきた知識
をひとつひとつ思い出しながら解答を進
めていきました。

全体をとおして、出題傾向は過去の試
験問題と大きく変わらず、しっかり対策
をしておいてよかったと感じた一方で、
一部は見慣れない問題や迷う選択肢もあ
り、最後まで集中力を切らさずに解きき
るのが精一杯でした。

試験が終わった瞬間は、正直「やり
切った」という気持ちと、「もっとでき
たかもしれない」という思いが入り混
じっていました。それでも限られた時間
の中で、自分の力を出し切れたことには
満足しています。

4．おわりに
わたしは、地質調査技士資格検定試験

に合格し、諸先輩方とおなじ地質調査技
士の仲間入りをすることができました。

今後はこの資格を活かして、より専門
性の高い仕事に積極的に取り組むととも
に、安全で持続可能な社会インフラの構
築に貢献していきたいと考えています。
資格取得はゴールではなく、ここからが
新たなスタートです。学び続ける姿勢を
忘れずに、地質調査の専門家として成長
し続けていきたいと思います。
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中央開発株式会社　柴田　樹

【はじめに】
この度は、地質調査技士の検定試験に

合格することができました。本稿の執筆
のお話を頂き、何を書こうか悩みました
が、振り返りを兼ねて、私の取り組み方
や重要だと思ったことを書いてみます。
ご一読いただけますと幸いです。

【業務経験と受験背景】
私は入社から４年目で、これまでに主

にボーリング調査（土質・地質）と水文
調査を担当してきました。それらの業務
の中で、現場管理からとりまとめまで一
通り経験していたので、勉強は頭に入り
やすい方でした。当資格の受験は初とな
りますが、私は技術士補の不合格を一度
経験しており、今回は１回で合格したい
という思いがありました。さらに、同じ
支店の同期や後輩の存在もあり、落ちる
わけにはいかない状況だったので、緊張
感をもって試験に臨みました。

【勉強方法について】
試験対策は３月から開始し、終業後や

帰宅後すぐに１時間ほど取り組みまし
た。試験前日まで遠方に出張しており、
日々の現場や長距離の車移動がある中で
疲労がありましたが、頑張りました。

勉強方法としては、過去問をベースに
進めました。選択問題は、Ⅰ～Ⅵ群のう
ち、問題数が多い箇所から優先的に勉強
を進め、得点率が上がってきたら通しで
解答する方法をとりました。試験勉強の
中で、現場で似たようなことがあったな
と思い出せるものが多くありました。そ
れに対し、全く知らない用語が出てきた
際は、それを調べたらまた知らない用語

が出てきて…という泥沼にはまることも
ありました。

記述問題は、原稿を作成しておき、試
験一週間前から、毎日練習しました。方
法としては、本番での文字忘れや採点者
に読みやすい文字を書くことを意識し
て、実際の原稿用紙に手書きしました。
私は読んで覚えることが苦手なので、地
道に書くという方法は効果的でした。

【試験の進め方と合格まで】
選択問題は、悩む問題は後回しに、分

かる問題を早く解いていきました。問題
をすべて解き終わった時点で、終了時間
まで１時間ほどあったので、解答の見直
しをかけつつ、午後の解答を問題用紙の
余白に書いて練習しました。

記述問題は、文章全体を早めに仕上げ、
残り時間を表現の訂正や誤字脱字の確認
に充てました。

どちらの問題も、終了時間まで見直し
をすることが重要だと思います。私の場
合は、そうすることで、数点のミスに気
づくことができました。

合格発表日は、出張からの帰り道で、
確認を後回しにしていたところ、上司
からの電話があり、合格を知りました。
ずっと不安だったので、喜びよりも安堵
の感情の方が大きかったです。

【おわりに】
試験を通して、これまでの経験を振り

返ることができ、自身の成長を実感でき
ました。新たに得た知識も含め、業務に
活用していけるように、これからも頑
張っていこうと思います。
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株式会社東北開発コンサルタント　小林　燎平

この度、令和７年度（第59回）地質調
査技士資格検定試験「現場技術・管理部
門」に合格し、晴れて地質調査技士の末
席に加わることができました。３度目の
受験でようやく合格できたこともあり、
これまでの経験を踏まえて体験記として
残したいと思います。

【受験勉強：択一問題】
勉強を始めたのは受験申込後すぐでし

た。要領が良い方ではないことに加え、
２度の不合格を経て「今年こそは」とい
う思いが強かったため、早めに取り組み
ました。

択一問題は、とにかく過去問を繰り返
し解くことが重要だと感じます。繰り返
すことで理解が不十分な分野が明確にな
り、重点的に勉強することができます。
１、２度目の受験ではこの繰り返しが足
りませんでした。問題文を読んだときに
正解の選択肢が自然に思い浮かぶくらい
まで取り組むのが理想です。

過去問演習は毎回テスト形式でなくて
も構いません。解答を記載した問題用紙
を用意し、正解・不正解の選択肢を読み
込むことで問題の傾向がつかめます。間
違った選択肢を確認することで、適切・
不適切の判断力も養われます。

また、インターネット上には過去５年
分の解答と解説をまとめてくださってい
る方もいるので、積極的に活用すると良
いと思います。

【受験勉強：記述問題】
必須の倫理綱領については、２度目の

不合格が確定してから週１回程度読み返
していました。勉強を始めた頃にはほぼ
暗記できていたため、他の分野に時間を
割くことができました。

選択問題は、自分の業務経験を早めに
文章化し、上司に添削を依頼するのが確
実です。成果や考察が正しくても、文章

の構成や表現次第で伝わり方は大きく変
わります。説得力のある文章を作ること
が大切です。文章を丸暗記するのではな
く、ポイントとなる単語を作業の流れに
沿って覚えることをおすすめします。出
題内容や文字数制限には年ごとにばらつ
きがあるため、暗記よりも「自分の業務
を理解し、成果や考察を適切に表現でき
る力」が求められます。

記述問題の２問については、試験１週
間前から毎日必ず紙に書く練習をしてく
ださい。全地連のサイトから解答用紙を
印刷し、倫理綱領と選択問題を試験で使
用する筆記具で書くことが重要です。１
度目の受験での最大の失敗は、この練習
をしていなかったことでした。シャープ
ペンシルで1200字を書く練習は必須です。

【事前講習会】
試験１か月前に開催される事前講習会

には参加すべきだと思います。改定内容
や時事問題、択一問題の解説、出題傾向
など試験に不可欠な情報を確認できま
す。配布されるテキストも充実しており、
勉強に行き詰まることがなくなります。

さらに参加による加点制度もあるた
め、積極的な参加をおすすめします。

【おわりに】
今回の受験にあたり、協力してくだ

さった上司や同僚、関係者の皆さまに心
より感謝申し上げます。試験勉強を通じ
て日々の業務に必要な知識が深まり、こ
れまで触れる機会のなかった分野にも挑
戦でき、有意義な時間となりました。

地質調査技士は取得してからも知識の
研鑽が求められる資格です。今後も講習
会などに参加し、努力を続けていきたい
と思います。拙い文章ではありますが、
最後までお読みいただきありがとうござ
いました。
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